
いじめ発生時の対応マニュアル（校長を中心に、組織的に対応する）

報告

指示

対応後の報告／継続観察／日常の取組の見直し・強化

いじめ発生

いじめ発見

生 徒

教 職 員

保 護 者

地 域 住 民

担任・主任等

生徒指導主事

確 実 な 報 告

※些細なことも必ず報告

職員への報告

共通理解・対応

校長（教頭）

正確な情報収集と的確な指示

教 育 委 員 会

電話での第一報

いじめ防止対策委員会（法２２条）

□情報集約担当者（生徒指導主事・養護教諭）

（情報共有と調査方法等の確認を行う）

□早期対応・関係機関との連携

報道機関への対応

※窓口の一本化

いじめ・不登校防止対策委員会

□定期の教育相談アンケート等

の実施

□家庭との連携（子どものサイ

ン発見 チェックリスト等）

関係機関

□早めの相談と連携

□保護者への相談機関

の周知

職 員 会 議

□全職員で状況と対応を確認し意思統一を図る。

□チームを組織し指導、対応にあたる。

□事後の対応についても確認し、再発防止に努める。

被害生徒への

対応

加害生徒への

対応

他の生徒への対応

集会等の開催

保護者への対応

地域への対応
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